
古清水巌氏

村
教
育
長
に
古
清
水
氏
新
年

離
噌
蛮
全
会
一
致
で
人
事
案
同
意

原
村
は
4
日
開
い
た
村
議
会
臨

時
会
で
、
村
教
育
長
に
原
中
学
校

前
校
長
の
古
清
水
巌
氏
（
6
0
）
＝
富

士
見
町
富
士
見
＝
を
任
命
す
る
人

事
案
を
提
出
し
、
全
会
義
で
同

意
を
得
た
。
古
清
水
氏
は
新
任
。

取
材
に
対
し
、
「
学
校
と
地
域
が

連
携
し
て
子
ど
も
た
ち
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
て
い
き
た
い
」
と
述

の
う
ち
H
年
を
過
ご
し
た
原
村
で
■

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
」
と
も
述
べ

た
。
同
町
出
身
で
県
内
各
地
で
教

壇
に
立
ち
、
1
9
9
2
年
か
ら
8

年
間
は
原
中
学
校
に
教
諭
と
し

て
、
2
0
2
0
年
か
ら
3
年
間
は

原
中
に
校
長
と
し
て
勤
め
た
。
今

月
3
1
日
ま
で
は
富
士
見
町
教
育
委

員
会
子
ど
も
課
で
地
域
連
携
推
進

支
援
主
事
を
務
め
る
。
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■
　
不
同
意
を
受
け
て
、
五
味
武
雄

村
長
が
後
任
探
し
に
追
わ
れ
、
6
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べ
た
。
任
期
は
8
月
1
日
か
ら
3

年。
古
清
水
氏
は
教
育
長
の
打
診
に

つ
い
て
「
率
直
に
驚
い
た
が
、
で

き
る
こ
と
を
一
生
懸
命
や
り
た

い
」
と
し
、
「
教
員
生
活
3
8
年
間

村
内
で
完
結
で
き
ず
ほ

非
常
に
申
し
訳
な
い

村

　

長

教
育
長
の
人
事
案
を
巡
っ
て

は
、
6
月
1
3
日
の
村
議
会
6
月
定

例
会
最
終
日
に
、
1
期
日
の
清
水

幸
次
教
育
長
（
哲
＝
同
村
相
木
＝

を
再
任
す
る
人
事
案
が
賛
成
少
数

宕
剛
計
を
っ
甘
主
な
畳
混
沌
悸
摺
－
づ
ら
諸
相

と
議
会
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

も
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た。
清
水
教
育
長
は
任
期
満
了
の
7

■
月
2
2
日
に
退
任
す
る
。
2
3
～
3
1
日

は
村
教
育
委
員
の
五
味
正
成
氏
が

職
務
代
理
を
務
め
る
。

（
中
村
理
沙
）

現
場
に
お
い
て
数
多
く
の
経
験
を
一

有
し
、
人
格
は
高
潔
で
地
域
の
人
■

望
も
厚
い
」
な
ど
と
説
明
。
4
日

の
臨
時
会
後
の
取
材
に
、
五
味
村

畠
は
「
村
内
だ
け
で
完
結
で
き
ず

富
士
見
町
に
迷
惑
を
か
け
て
非
常

に
申
し
訳
な
い
」
と
述
べ
た
。

閉
会
後
、
村
議
か
ら
は
古
清
水

首
に
つ
い
て
「
教
育
の
現
場
感
覚

が
あ
り
、
社
会
教
育
分
野
に
も
知

見
や
経
験
姐
あ
る
」
と
期
待
す
る

声
や
「
安
全
で
安
心
し
て
子
育
て

で
き
る
環
境
を
撃
見
て
ほ
し
い
」

と
い
う
要
望
が
聞
か
れ
た
。
松
下

浩
史
議
長
は
「
（
今
回
の
結
果
は
）

住
民
に
し
っ
か
り
説
明
す
る
必
要

が
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
薄
ま
っ
て


